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論文要旨  

序章  

 本章では，研究の背景と先行研究の検討，そして目的と研究方法について言及した。  

音楽科教育の課題や目標を考察していく上で，音楽科教育で求める資質と能力の明確な定義は不可

避であることは言うまでもない。この定義の過程で，まず他国のカリキュラムに示される音楽科教育

の課題や目標の構成を分析し，音楽科教員養成カリキュラムの特徴や歴史的変遷に対する学術的な探

究を行うことこそが，今後我が国の音楽科教育の課題を客観的に比較分析する上で必要であることを

指摘した。  

フィンランドは，2000 年から現在まで，PISA の結果が常に上位に位置し，高水準の教育が継続的

に機能している国であるといえる。このため，各国の教育機関から，教員の指導力や教育法が注目を

集めている。音楽の分野では，指揮者，作曲家，演奏家，教育者の輩出の歴史も古く，シベリウス・

アカデミーにおいては国際コンクールの入賞者数は世界第５位であり，博士号取得者はジュリアード

音楽院で教鞭をとるなど活躍が知られている。教育政策においては，教育文化省と共に，1991 年に組

織されたフィンランド国家教育委員会が教育の内容，水準の維持等を担当し，教育の指針，内容及び

就学前教育から成人教育に到るまでの各カリキュラムを検討改善する。早くから生涯学習に取り組み，

2014 年の音楽科カリキュラムの改訂においては，2009 年から行われた第三者機関によるコアカリキ

ュラムの評価プロジェクトを組織し，音楽科カリキュラムの調査・分析を行っている。  

こうしたフィンランドの音楽科カリキュラムの分析過程から，課題に対する実践指導を現場で行う
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音楽科教員を今後どのように養成するべきなのか，教員養成課程のカリキュラムとの相関も視野に入

れながら複合的に研究する必要がある。なぜなら，他国における音楽科教員に求められる資質・能力

を明らかにすることによって，我が国における今後の課題に対応する教員像や，音楽科教員養成課程

のカリキュラムを構築する上の示唆が明確に浮かび上がってくるためである。 

第２節では，先行研究の検討を行った。フィンランドでは，1970 年から我が国の学習指導要領にあ

たる，ナショナルコアカリキュラム National Core Curriculum（以下，NCC）を制定している。

NCC2004 では新たにキー・コンピテンシーやクロス・カリキュラムのテーマの視点を加え，基本的

に 10 年毎の改訂を行っている。この NCC における，音楽教育の指針と内容や教科の目標は，常に課

題に対する調査を行うことによって，その時々のフィンランドの音楽教育の課題を反映している。主

な特徴としては，目標に対する長期的な取り組み，芸術科目の重視傾向，初等学校段階から音楽選択

コースの開設，柔軟な解釈が可能となっている。 

フィンランドの音楽科教育に関して，学校音楽教育のルーツをスウェーデン側の史料から検証し，

その後成立したフィンランドの音楽科カリキュラムの歴史的変遷と，主要大学における音楽科教員養

成課程カリキュラムを包括的にとらえ，教員の資質・能力といった観点からの研究は本論に先立つも

のは存在しない。  

フィンランド国内における音楽科教育研究の動向は，音楽教育や音楽そのものが人間にどのような

影響を及ぼすかといった流れが現在の主流となっている。こうした側面は，音楽療法に関する研究や

生涯学習教育に着手するフィンランド国内の教育目標に沿っている。    

我が国では，阿波（2013）がオウル市の基礎学校段階の音楽科カリキュラムを対象とした報告を行

っているが，他の地方自治体や，基礎教育段階以外の音楽科カリキュラムに対する調査は行っていな

い。加えて，近年改訂された NCC2014 との比較研究も行われていない。  

第３節では，本研究の目的と方法について述べた。 

本研究ではまず，フィンランドの学校教育における音楽科教育，ならびに音楽科教員養成課程の起

源から歴史的変遷の概観し，そして，フィンランドの学校音楽教育制度の構成，基礎学校段階におけ

る音楽科教員の資格，および教育実習についての現状を整理する。また，近年改訂された NCC2014

について，各教育段階の音楽科カリキュラムの構成と内容に関する分析を行う。そして，NCC2014 の

構成，課題，目標の記述の NCC2004 との変容に着目し，音楽科教育の課題の変遷を読み解く。  

また，NCC2004 に対応した地方自治体の音楽科カリキュラムを取り上げ，包括的にカリキュラム

の構成を調査・分析する。さらに，NCC2004 に関連し，音楽科教員に求められる資質・能力はどのよ

うなものか検討する。この調査の対象を，音楽科教員養成課程の修士課程を有する国立の教育大学で

ある，ユヴァスキュラ大学，オウル大学及びシベリウス・アカデミーとした。これら三大学の学位プ

ログラムを分析・比較したうえで検討を行う。最終的に，国の提示するカリキュラム，地方自治体の

提示するカリキュラムに関して，各教育段階の課題や構成の全体像を俯瞰することにより，音楽科教

育全体の枠組みを明らかにし，フィンランドの音楽科カリキュラムの構成の特徴と近年の変容をふま

え，フィンランドにおいて求められる音楽科教員の資質・能力とはどのようなものかを解明していく

ことを，本研究の目的とした。  

 

第Ⅰ部 フィンランドにおける音楽科教育と音楽科教員養成課程の変遷 

第 1 章 フィンランドにおける学校音楽教育の起源 

本研究の第Ⅰ部においては，18 世紀以前のフィンランドにおける学校音楽教育の開始の確認から，
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20 世紀末にかけての音楽科カリキュラムの史的変遷について考察した。  

第１章では，1571 年のスウェーデン・フィンランド王国の時代から，地方の行政機関の一端を担っ

たルター派教会の教区牧師が行っていた教理諮問の中に，聖歌が歌えることという具体的な内容が提

示されており，一般の民衆に対し既に公的な側面を持つ音楽教育の開始があったことをスウェーデン

側の史料から確認できた。こうした宗教活動が，後に独立し，フィンランドを形成するコミュニティ

の音楽文化に，教育的ともいえる影響を与えていた。  

さらに，19 世紀初頭，シグネウス Uno Cygnaeus らにより組織された国民学校，教員養成セミナー

の科目にも合唱（Singing）の教科が存在し，音楽が重視されていたことが確認できた。続く基礎学校

への移行期に，各大学における基礎学校学級担任教員養成コースの入学試験に音楽実技が組み込まれ，

フィンランドの基礎学校教育において音楽教育の必要性が公に認められるまでの歴史的変遷を示した。 

 

第２章 1970 年代以降のコアカリキュラムと音楽科カリキュラムの特徴 

第２章では，1970 年代からの教育改革の流れを受けて，音楽科カリキュラムの構成も大きく変化し

たことを整理した。FCCS1994 におけるカリキュラム理論の転換は，音楽科カリキュラムにも大きな

影響を及ぼした。デューイの思想を取り入れ，それまでの詳細な目標，内容や課題を細かく規定した

ものから，目標と簡易な教材内容を示すガイドラインへの転換をうながし，地方自治体や学校の権限

を拡大した。さらに，評価基準が示されなかった点は，この音楽科カリキュラムの大きな特徴である。

この結果，自治体や学校間で授業内容の評価基準に格差が広がり混乱が起き，音楽科教員に多くの問

題を与えた。  

 

第Ⅱ部 フィンランドの National Core Curriculum における音楽科カリキュラムの構成と内容の特

徴 

第３章 National Core Curriculum 2004 における音楽科カリキュラムの構成と学校音楽教育の 

制度の概要  

第Ⅱ部においては，フィンランドの NCC2004 と NCC2014 の各音楽科カリキュラムの構成につい

て各教育段階別に整理し，全体像を俯瞰しつつ，特徴について示した。  

第３章においては，NCC2004 に提示された基礎学校における音楽科教育の課題，各学年区分にお

ける音楽の手段，指導内容，修了時の良い活動，最終評価の記述を整理し，音楽科カリキュラムの全

体像を示した。学校音楽教育の制度の概要と各教育段階におけるカリキュラム内容を示し，学習内容

の連続性について示した。  

NCC2004 第７章 15 節音楽の記述から，（ⅰ）生徒の音楽に対する「興味・関心の対象」を見つけ

ること，（ⅱ）積極的に音楽的な活動に取り組むこと，（ⅲ）音楽表現する手段を見つけること，（ⅳ）

全体的な生徒の成長を促すこと，（ⅴ）音楽における時代，背景，異なる手法，異なる文化に対して理

解すること，（ⅵ）音楽づくりと聴くことに基づく経験から音楽の概念を理解すること，という６点に

対し，音楽科教員は生徒に対する支援が行えることが求められていた。  

また，NCC2004 では，評価の観点の基準を具体的に明記している。この点は，FCCS1994 からの

明らかな変更である。  

音楽に関する様々な活動の中で，活性化する手段を使うこと，言語活動だけではなく身体表現など

多様な表現ができること，個人と集団との関わりの中で一員としてどのように行動し，他のメンバー

に対して考えた行動をとれるか，といったコミュニケーション能力や社会的スキルなど人間関係の形
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成の内容に関して触れており , さらに評価にも含まれることは NCC2004 の特徴の１つである。これ

は，フィンランドの教育政策が 1997～2003 年に OECD の DeSeCo で提唱されたキー・コンピテンシ

ーの影響を受けていることが考えられると同時に，音楽を多様な表現や，協働できる資質・能力を育

成する社会的学習の１つの手段としてとらえている側面が読み取れた。  

 

第４章 National Core Curriculum 2004 施行時における地方自治体の音楽科カリキュラムの構成と

内容の特徴－主要都市を中心に－ 

第４章では，地方自治体の音楽科カリキュラム主要都市を中心に，NCC2004 が施行されていた当

時，ケラヴァ市，ユヴァスキュラ市，オウル市をはじめとする代表的な地方自治体の就学前教育，基

礎学校教育，後期中等学校教育の各教育段階における音楽科カリキュラムを調査した上で，概要と特

徴を明らかにした。  

 

第５章 National Core Curriculum 2004 における音楽科カリキュラムの評価プロジェクト－『2020

年の基礎教育』（Perusopetus 2020）－ 

第５章では，『2020 年の基礎教育』（Perusopetus 2020）における，音楽科カリキュラムに関する評

価と様々な報告について，背景と概要を示した。2010 年～2011 年，中学校段階の生徒約 60,000 人に

対し，インターネットを通じた調査が行われた。また，ユヴァスキュラ大学が行った NCC2004 の音

楽科カリキュラムに対する調査で，目標がかなり達成されたと報告された。しかし，基礎学校教育段

階の音楽の質と量には格差があり，地方の教員は正しい評価か疑問をもつ原因となることが指摘され

ていた。調査により，音楽が近年の子ども，市民及び社会とってそれぞれどのような機能・役割を果

たしているのか，教科の枠組みを超えて多角的に分析・評価していることが読み取れた。  

 

第６章 National Core Curriculum 2014 における音楽科カリキュラムの構成 

第６章においては，NCC2014 施行時の各教育段の音楽科カリキュラムの構成と特徴を整理し，

NCC2004 との変更点を整理した。  

 

第Ⅲ部 主要三大学における National Core Curriculum に関連した音楽科教員養成課程カリキュラ

ムの特徴 

第７章 主要三大学における音楽科教員養成課程カリキュラム－National Core Curriculum 2004 

施行時－ 

第Ⅲ部第７章では，NCC2004 と音楽科教員養成課程カリキュラムの相関について調査した。音楽

科教員養成課程を開設する国立大学の中でも，特に歴史の長いオウル大学，ユヴァスキュラ大学，シ

ベリウス・アカデミーのカリキュラムを比較・分析した。各大学で共通することは，全体の 1/5 を占

める 60 単位の教育学の重視である。また，リサーチスキルは，三大学においてそれぞれ約１割の単位

を占める。教育実習のフィードバックによる指導スキルの定着化や ,音楽教育を科学的に分析し，研究

する姿勢を育成する志向が見られる。そしてこの研究のためのスキルは，最終的に修士論文へ結び付

くことも読み取れる。加えて，各大学の学位プログラムは，創造性，表現力や思考力などの認知スキ

ル，他者との協働関係や自律に関わる社会スキルなどの子どもの資質・能力を育成する手段として，

NCC2004 の音楽に見られた「③中心内容」に対応した科目で構成されていた。  

各大学は教育学と教育実習を基盤に，音楽教科を子どもにどのように学ばせるか，内容を段階的に
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構造化し，専門分野で行われる活動と組み合わせ，様々な実践的な指導スキルを培うよう構成してい

る。またそれらの実践に対し，科学的に調査を行い，分析・評価・研究できる音楽科教員のリサーチ

スキルにも重点を置いていることがわかった。  

 

第８章 主要三大学における音楽科教員養成課程カリキュラムの変容－National Core Curriculum  

2014 改訂時－ 

第８章では，主要三大学における音楽科教員養成課程カリキュラムが NCC2014 改訂を受け，どの

ように変容したのか，ユヴァスキュラ大学，オウル大学，University of the Arts Helsinki に統合さ

れたシベリウス・アカデミーの音楽科教員養成課程カリキュラムを調査し，特徴を示した。  

 

終章  

 第 1 節 本研究の成果 

終章においては，以上の結果から，フィンランドの国家カリキュラムの史的変遷を踏まえ，NCC2004

から NCC2014 における音楽科カリキュラムの構成の変容について次のようにまとめた。  

1994 年改訂の国家カリキュラム FCCS における，デューイの思想を取り入れたカリキュラム理論

の転換は，音楽科カリキュラムにも大きな影響を及ぼした。目標と簡易な教材内容を示すガイドライ

ンへの転換をうながし，質的にも量的にも縮小化した。音楽の教科の目標としては，音楽は創造性を

開発し，協力と交流を生み，社会教育を支援すると提示された。また，音楽という教科を通じ，自ら

の文化生活に参加し，音楽に継続的な関心をもたらし，評価を行う文化的市民を教育することを掲げ

ている。その上で，人格の発展，学校教育の領域の統合，リサーチ能力，問題解決能力といった変化

する社会に対応し得る様々な能力を ,音楽科教育を通じた学習でも培うことを重視している。しかし，

FCCS では評価基準が示されなかった結果，自治体や学校間で授業内容の評価基準に格差が広がり混

乱が起きた。  

これを受け，NCC2004 の構成は，「①音楽教育の課題」，「②目標」，「③中心内容」，「④評価基準」

の４つのカテゴリーに増加した。様々な音楽科教育の課題に対し，音楽科教員は児童・生徒の支援を

行うといった教育方針を明確化し，音楽を通じた学び中心の活動の中で，言語活動だけではなく身体

表現など多様な表現する力，コミュニケーション能力や社会的スキルを培うといった社会的学習が , 

評価にも含まれるようになる。キー・コンピテンシーと総合的・横断的なテーマの視点を加えた

NCC2004 における音楽科教育における課題は，動きやイメージなど多彩な表現力，客観的な鑑賞力，

子どもが自らの音楽に対する考えを持ち，未知の問題に答えが出せるような分析に基づく思考力と，

長期的に反復練習する忍耐力，他者との対話や環境を見渡して問題を判断し，解決できるような問題

解決力，といった様々な資質・能力を音楽という教科を通じて育成することが主眼であったといえる。  

しかし，NCC2004 は，キー・コンピテンシーと目標との関連が曖昧であった。NCC2014 における

音楽科カリキュラムの内容は，前文において「①教科の課題」が示され，「②教科の目標（対応表：教

育目標とキーコンテンツ領域，包括されるコンピテンシーとの関連）」，「③目標に関する音楽のキーコ

ンテンツ領域」，「④音楽に関連した学習環境と目標に関する作業方法」，「⑤音楽の特別な支援，導入」，

「⑥評価の基準」と，６つのカテゴリーで記述されている。学年区分の変更，単位の増加，課題の増

加，上下学年の協働，教科の目標の細分化，及び包括的なコンピテンシーの学習目標領域と目標の関

連付けの明示化といった変容が明らかとなった。また，NCC2014 は，各学年区分で評価に関する項

目が記述され増加した。さらに，児童・生徒自身のフィードバックを明記した点も NCC2014 の新し
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い変容で，自身とグループの活動を児童・生徒自ら評価することが促されている。  

こうした NCC における音楽科カリキュラムの構成の変容の結果をふまえ，フィンランドの主要大

学における音楽科教員養成課程カリキュラムの分析を行うと，我が国の音楽科教員養成システムとの

差異は，以下のようにまとめられる。  

NCC2004 施行時の音楽科教員養成課程カリキュラムの特徴的な点は，①修士号取得前提のもとに

展開される長期的な 5 年半の教員養成と長期的な教育実習，②生涯教育を基軸とする広範な指導環境

が前提とされている点，③音楽教育に関する実践的な指導技術を習得することを中心に組まれたカリ

キュラム，④音楽教育の内容を生徒にとって身近な存在にすることを目標としたバンド音楽やポピュ

ラー音楽の導入と伝統音楽の現代アレンジ，⑤積極的な教材研究と音楽電子テクノロジーの導入，⑥

科学的調査の推奨，様々な現場の音楽教育に対する詳細な研究とフィードバック，⑦教職に対する社

会の尊敬と理解である。  

しかし，NCC2014 改訂を受けて，主要三大学の提示するカリキュラムの内容は，教育学重視の傾

向や長期にわたる教育実習を課すことには変化がない。しかし，大学によっては，単位分布の変更や，

新たな講座が開講された。特徴的な点は，①教科の科学的研究におけるリサーチスキルに関する単位

の増加，②新たな音楽テクノロジーに関する現代社会の音楽に対するニーズに向けた早急な対応，③

伝統音楽の重視，④生涯学習に向けての成人音楽教育の開講，⑤現場において必要な協働の相互作用

の重視，⑥大学間の連携の増加など，現代社会の課題に対して必要な音楽科教員の育成する目的と対

応が明確化していた。  

以上のことから，現代フィンランドにおいて音楽科教員に求められる資質・能力とは，NCC に対応

した授業を実践するために不可欠のさまざまなスキルかつ研究し続ける能力ととらえられる。その特

徴は，①高い実技能力（即興能力，伴奏，合奏などに対応した高度な教科専門性），②伝統音楽も含め

た広範な専門知識，③教育学や長期的な教育実習で培った実践的なスキルに裏打ちされた指導力，④

協働する力を育てる様々なプロジェクトを推進するリーダーシップ力，⑤現場で他の職員とのコミュ

ニケーションを円滑に行える力，⑥最新の音楽テクノロジーに対応する力，⑦リサーチスキルに基づ

き継続して研究し続ける力ということが明らかになった。  

 

第２節 今後の課題と展望  

 本研究において，フィンランドの音楽教育の素地は，スウェーデン・フィンランド王国の歴史を含

めると，聖歌による歌唱や合唱が深く文化に根ざした環境で，古く 16 世紀から始まっていたことが

改めて確認できた。しかし，つづくフィンランド大公国期におけるロシアの影響は，演奏家・作曲家

の交流があったことは明らかにされているが，音楽教育についてはいまだ先行研究がほとんどなく未

知数である。この点については後日また検討したい。  

また，NCC2004 における音楽科カリキュラムの目標に対し，筆者が観察を行ったさまざまな教育

段階における現場の音楽科教員は，柔軟でありつつも，目標に沿って授業を展開し，子どもの反応に

細やかに対応する指導スキルの高さを示していた。児童数に対する教員数の充実も挙げられ，就学前

教育の授業では実習生を成人スタッフの一員として活用している場面も見られる。しかし，その一方

で，小学校段階における教員の演奏スキルや，音楽の授業における IT 教材使用方法の研究といった

課題も見られた。  

そして， 2016 年８月に施行された各地方自治体の主要都市の音楽科カリキュラムの概要を

NCC2004 施行時と比較すると，NCC2014 の内容をそのまま市の音楽科カリキュラムに取り入れるな
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ど，地方自治体による独自性が不明瞭になっているといった市の例が挙げられる。ただし，逆にユヴ

ァスキュラ市など，NCC2014 の新たな各項目からさらに具体的に示す市があるなど，地方自治体の

提示する音楽科カリキュラムの内容や質が多岐にわたっており，格差が生まれている。  

加えて，NCC2004 における音楽科教育カリキュラムの評価プロジェクトに関する報告によれば，

フィンランドでは今後 2020 年までに音楽科教員は年間 19 人，計 170 名ほど必要であることが算出

されている。こうした人数から，音楽科教員希望者は，今後狭き門になることが予想される。このた

め，近年，他教科との兼任も増加しており，今後どのように音楽科教員養成課程カリキュラムを構築

していくかといった点も課題になっていくと考えられる。  

さらに，現在のフィンランドにおける教育カリキュラムの改革は，幼児教育から始まって最上位の

高等教育段階における科学研究に至る，知識の連続性を重視している。フィンランドにおける教育の

開発は，常に教育に関する関係者全員が協力して行われている。NCC2014 の新たな基礎学校プログ

ラムの焦点は，新たな教授法，新たな学習環境，そして教育のデジタル化である。また，教員教育を

刷新するため，フィンランド教員教育フォーラムも設立された。こうした教員教育も，教員養成の一

部として，音楽科教員にどのような影響を及ぼすのか，今後の動向には注意が必要であろう。  

また，生徒には，芸術・文化により積極的に触れられる，プロジェクト参加の機会も提供され ,新た

な改訂への動きを活発化させている。こうした次期改訂への動きの中で，さまざまな芸術を統合する

科目としての音楽は，FCCS 改訂の 1994 年から記載が見られたが，具体的なコースの指示は見られ

なかった。新たなコースを提示したのは，LOP2015 が初めてである。高等学校が主体となり，プログ

ラムを具体化することを示されているが，こうした新たな試みに対し，高等学校独自のカリキュラム

が開発可能であれば，各学校の特色や，独自性を打ち出せることは可能であろう。また，生徒が高等

学校選択の際のきっかけとなることも考えられる。しかし，逆に述べれば，コースを構築する高等学

校の負担が増加するおそれはないのか，今後こうしたコースを提供する高等学校への継続した調査・

研究が必要と考える。  

さらに，近年フィンランド国内においては，教育機会の不均衡の是正，経済状況が厳しい中での資

金確保，男児と女児における学力差などが新たな教育問題として挙げられている。  

こうした近年のさまざまな課題を受け，次期改訂 NCC における音楽科カリキュラムが，どのよう

な新たな方向性を示していくのか，また音楽科教員養成課程カリキュラムにおいて求められる教員の

資質・能力がどのように変化していくのか，今後も継続して研究していきたいと考える。  
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